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1/2ICd①（1クール目 ｲｻﾂｷｼﾏﾌﾞ+ｶﾙﾌｨﾙｿﾞﾐﾌﾞ+ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ)

多発性骨髄腫

単位

レジメン名

がん種

一般名

カルフィルゾミブ

Day1

メイン 側管 経過時間

Day2, 9, 16

メイン 側管

第1週 第2週 第3週 第4週

mg/㎡

mg/日

投与量

mg/㎡

mg/kg

ルート

確保

ルート

確保

4週で1クール

1クール

day

メイン

待機

ポララミン

ガスター

生食（50ml）

生食(250ml)

30分

生食(250ml)

ルート確保用輸液は、所要時間

に合わせて適宜速度調節する。

カイプロリス終了後、30分ほど

かけて残り全量を投与する。

【Day1】開始時に内服

カロナール(200) 4錠

等速

30分

生食(50ml)

ﾌﾗｯｼｭ用

カイプロリス

5％ブドウ糖(50ml) 

等速 5％ブドウ糖(100ml)

ﾌﾗｯｼｭ用

ⓘ

30分
カイプロリス

5％ブドウ糖

等速

ⓘ

30分メイン

待機

生食(250ml)

5％ブドウ糖

(100ml)

ﾌﾗｯｼｭ用

15分

15分

デキサート

生食(50ml)

Day23

は内服

15分

デキサート

生食（50ml）
①

55 mL/時

1時間

② 70mL/時

30分

サークリサ

生食（250ml）

0.2又は

0.22μmの

ｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰ

を使用

ⓝ

③ 86mL/時

30分

④ 102 mL/時

30分

サークリサ開始から

通算約3時間

サークリサの投与速度は、

添付文書上の記載を基に

体重80㎏の患者の

投与速度を計算して

設定してある。

⑤ 117 mL/時

30分

⑥

125 mL/時

最後まで
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レジメン名 ICd①（1クール目 ｲｻﾂｷｼﾏﾌﾞ+ｶﾙﾌｨﾙｿﾞﾐﾌﾞ+ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ)

がん種 多発性骨髄腫

投与量 単位

第2週 第3週 第4週第1週

2/2

Day8, 15

メイン 側管

Day22

側管

mg/日デキサメタゾン

一般名

メイン

mg/kg

カルフィルゾミブ
mg/㎡

mg/㎡

イサツキシマブ

15分

15分

ルート

確保

クール

ルート

確保

メイン

待機

生食(250ml)

ルート

確保

メイン

待機

生食(250ml)

30分

生食(50ml)

ﾌﾗｯｼｭ用

カイプロリス

5％ブドウ糖(50ml) 

等速 5％ブドウ糖

(100ml)

ⓘ

4週で1クール

1クール

dayday

Day23

は内服

①

55 mL/時

1時間

ⓝ

② 86mL/時

30分

③ 117 mL/時

30分

サークリサ開始から

通算約2時間45分
等速

①

55 mL/時

1時間

ⓝ

② 86 mL/時

30分

③ 117 mL/時

30分

④

125 mL/時

最後まで

サークリサ開始から

通算約2時間45分

ルート確保用輸液は、所要時間

に合わせて適宜速度調節する。

残破棄可。

ポララミン

ガスター

生食（50ml）

15分

15分

デキサート

生食（50ml）

サークリサ

生食（250ml）

0.2又は

0.22μmの

ｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰ

を使用

開始時に内服

カロナール(200) 4錠

ルート確保用輸液は、所要時間

に合わせて適宜速度調節する。

カイプロリス終了後、30分ほど

かけて残り全量を投与する。

④

125 mL/時

最後まで


